
安全データ シート   
発行日発行日発行日発行日発行日  02-2-2024  改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  02-2-2024  改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号  3  

1. 製品及び会社情報製品及び会社情報製品及び会社情報製品及び会社情報製品及び会社情報 

製品特定名製品特定名製品特定名製品特定名製品特定名 

化学品の名称化学品の名称化学品の名称化学品の名称化学品の名称 Neeture™ N40 flakes 
化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 CAS No. 
二・二-ジメ チルプロパン -一・三-ジオール 126-30-7 

その他の識別手段その他の識別手段その他の識別手段その他の識別手段その他の識別手段 
別名別名別名別名別名 NEO  
製品コ ード製品コ ード製品コ ード製品コ ード製品コ ード  P-0028-2 

化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限 
適用適用適用適用適用
使用: 中間物と し て(フ レーク 状、 低発塵性), 樹脂を含む重合体生産で(フ レーク 状、 低発塵性), 建材用化学物質への使用, 顔料
の表面処理への使用(濃度<25%)  

推奨さ れない使用推奨さ れない使用推奨さ れない使用推奨さ れない使用推奨さ れない使用
特定さ れていない。   

安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細 

メ ールド レスメ ールド レスメ ールド レスメ ールド レスメ ールド レス productinfo@perstorp.com  

緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号 
日本日本日本日本日本 (+)1 760 476 3960 (contract no: 334101)  

2. 危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約 

化学物質または混合物の分類化学物質または混合物の分類化学物質または混合物の分類化学物質または混合物の分類化学物質または混合物の分類  
眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 区分 1  - (H318)  

ラ ベル要素ラ ベル要素ラ ベル要素ラ ベル要素ラ ベル要素 
シンボルシンボルシンボルシンボルシンボル／／／／／絵表示絵表示絵表示絵表示絵表示
 

注意喚起語注意喚起語注意喚起語注意喚起語注意喚起語
危険  

危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報 
H318 - 重篤な眼の損傷  

製造者製造者製造者製造者製造者

 Perstorp Specialty Chemicals AB  
SE-284 80 Perstorp, Sweden 
Tel. +46 435 380 00 
www.perstorp.com 

供給者供給者供給者供給者供給者

 パースト ープジャ パン株式会社パースト ープジャ パン株式会社パースト ープジャ パン株式会社パースト ープジャ パン株式会社パースト ープジャ パン株式会社
〒105-0001 
東京都港区虎ノ 門1-13-3 虎ノ 門東洋共同ビル 6F 
電話 03 4579 8353
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Neeture™ N40 flakes 改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  02-2-2024  

注意書き注意書き注意書き注意書き注意書き
P280 - 保護手袋／保護眼鏡／保護面を着用するこ と
P305 + P351 + P338 - 眼に入っ た場合： 水で数分間注意深く 洗う こ と 。 次にコ ンタ ク ト レンズを着用し ていて容易に外せる
場合は外すこ と 。 その後も 洗浄を続けるこ と
P310 - 直ちに医師に連絡するこ と   

二・二-ジメ チルプロパン -一・三-ジオール   

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 
本製品により 破片等による粉塵爆発は生じ ませんが、 粉塵が発生する場合があり ます。   

3. 組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報 

化学物質化学物質化学物質化学物質化学物質 
化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 CAS No. 化審法イ ンベント化審法イ ンベント化審法イ ンベント化審法イ ンベント化審法イ ンベント

リリリリリ  
安衛法番号安衛法番号安衛法番号安衛法番号安衛法番号 重量重量重量重量重量％％％％％ 

二・二-ジメ チルプロパン -一・三-ジオール  126-30-7 (2)-240 (2)-240 >=99 

4. 応急措置応急措置応急措置応急措置応急措置 

応急措置の説明応急措置の説明応急措置の説明応急措置の説明応急措置の説明  

吸入吸入吸入吸入吸入 空気の新鮮な場所に移すこ と 。  口を水で洗い流し てく ださ い。  炎症が続く 場合は、 医
師による指示や注意を受けてく ださ い。   

皮膚接触皮膚接触皮膚接触皮膚接触皮膚接触 応急処置は必要はないが、 衛生上の理由から 石鹸や水で露出し ている皮膚を洗う 。   

眼接触眼接触眼接触眼接触眼接触 重要！すぐ に、 最低でも 15分間、 流水で丁寧に洗い流し てく ださ い。 コ ンタ ク ト を外し
た方がやり 易い場合はコ ンタ ク ト を外し て洗い流し 続けてく ださ い。 その後、 医師の指
示を受けてく ださ い。   

経口経口経口経口経口 水で口内をすすいだ後、 多量の水を飲むこ と 。  大量に摂取し てし まっ た場合や気分が悪
く なっ た場合は、 医師による指示や注意を受ける。   

急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用  
眼への接触：   多量の涙と 痛みを伴う 激し い刺激と 、 強度の充血と 腫れを眼に引き 起こ す。 結膜と 角膜を損傷する危険性。  
。   

必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示  
症状に応じ て治療するこ と 。   

5. 火災時の措置火災時の措置火災時の措置火災時の措置火災時の措置 

適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤
全ての種類の消火剤が適応する。 周辺状況に適し た消火方法を用いる。   

使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤
火災を拡散するおそれがあるので棒状水を使用し ないこ と 。   

特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性
熱分解すると 刺激性及び有毒なガス及び蒸気を放出する可能性がある ; 一酸化炭素 (CO), 二酸化炭素(CO2)。   

消火を行う 者のための保護具および注意事項消火を行う 者のための保護具および注意事項消火を行う 者のための保護具および注意事項消火を行う 者のための保護具および注意事項消火を行う 者のための保護具および注意事項  
自給式呼吸装置及び保護服を着用するこ と 。   

6. 漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置 
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Neeture™ N40 flakes 改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  02-2-2024  

人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置  
し っ かり と 密閉し たゴーグル、 保護手袋を着用し 、 粉塵の状態によっ てはダスト フ ィ ルタ マスク (P2)を着用し てく ださ い。  
十分換気さ れているか確認するこ と 。   

環境に対する注意事項環境に対する注意事項環境に対する注意事項環境に対する注意事項環境に対する注意事項
いかなる下水管の中、 地面上又はいかなる水域中にも 侵入さ せないこ と 。  重大な流出を封じ 込めるこ と ができ ない場合に
は、 地方自治体に報告し なければなら ない。  環境影響情報の詳細情報については項目12を参照のこ と 。   

封じ 込め及び浄化の方法及び機材封じ 込め及び浄化の方法及び機材封じ 込め及び浄化の方法及び機材封じ 込め及び浄化の方法及び機材封じ 込め及び浄化の方法及び機材  
封じ 込め方法封じ 込め方法封じ 込め方法封じ 込め方法封じ 込め方法
拡散を防ぐ ためにプラ スチッ ク シート で覆う こ と 。   

浄化方法浄化方法浄化方法浄化方法浄化方法
廃棄するために機械的にすく い取り 、 適切な容器に収容するこ と 。  浄化後、 痕跡を水で洗い流すこ と 。   

二次危険有害性の予防二次危険有害性の予防二次危険有害性の予防二次危険有害性の予防二次危険有害性の予防
該当し ない。   

7. 取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意 

安全な取扱のための予防措置安全な取扱のための予防措置安全な取扱のための予防措置安全な取扱のための予防措置安全な取扱のための予防措置
作業現場において十分な換気を確保する。  眼に入ら ないよう にする。  気密性保護めがねと 手袋を使用するこ と 。  必 然 的 に 
発 生 す る  ほ こ  り  は 定 期 的 に 除 去 す る .。   

一般的な衛生注意事項一般的な衛生注意事項一般的な衛生注意事項一般的な衛生注意事項一般的な衛生注意事項
産業衛生安全対策規範に従っ て取り 扱う こ と 。  取扱い後は手をよく 洗う こ と 。  汚染さ れた衣類を全て脱ぎ、 再使用する場合
には洗濯をするこ と 。  眼に入ら ないよう にする。   

混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件  
本製品は以下のも のである : 吸湿性。  容器を密閉し ておく こ と 。  乾燥し た場所に保管するこ と 。   

8. ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置 

管理パラ メ ータ ー管理パラ メ ータ ー管理パラ メ ータ ー管理パラ メ ータ ー管理パラ メ ータ ー  
国の職業性ばく 露限界値又はこ れに相当するその他の値を考慮するよう ユーザーに助言する。  (ある場合は)。   

適切な設備対策適切な設備対策適切な設備対策適切な設備対策適切な設備対策
洗眼場。  十分換気さ れているか確認するこ と 。   

保護具保護具保護具保護具保護具  
眼、 顔の保護具 密封性の高い安全ゴーグル。   
手の保護具 保護手袋を着用するこ と 。  PPE - 手袋の材料: ニ  ト  リ  ル ゴ  ム, ク  ロ  ロ  プ  レ  ム ゴ  

ム。   
皮膚及び身体の保護具 皮膚へのばく 露を防止するために、 適切なカ バーオールを着用するこ と 。   
呼吸用保護具 通常の使用条件下ではない。  粉塵が発生し たら 吸引用換気装置を用意するか、 ダスト フ

ィ ルタ マスク (P2)を着用し てく ださ い。   

9. 物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質 

物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報  
外観外観外観外観外観 
物理状態物理状態物理状態物理状態物理状態 固体  
外観外観外観外観外観 薄片  
色色色色色 白色  
臭い臭い臭い臭い臭い かすかな   
臭いのし き い値臭いのし き い値臭いのし き い値臭いのし き い値臭いのし き い値 データ なし   
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Neeture™ N40 flakes 改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  02-2-2024  

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
情報なし 。   

10. 安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性 

反応性反応性反応性反応性反応性  
エステルを形成するにあたっ て、 無機酸、 カ ルボン酸と 反応し ます。 酸化剤によっ てアルデヒ ド か酸へと 変わり ます。 イ ソ シ
アン酸塩と エポキシド が重合反応を起こ す場合があり ます。   

化学的安定性化学的安定性化学的安定性化学的安定性化学的安定性
通常の条件下で安定。   

危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性
通常の使用条件下では危険な反応の発生は確認さ れていない。   

避けるべき 条件避けるべき 条件避けるべき 条件避けるべき 条件避けるべき 条件
本製品により 破片等による粉塵爆発は生じ ませんが、 粉塵が発生する場合があり ます。  ご使用中、 粉塵が沈着し ないよう に
し てく ださ い。   

混触危険物質混触危険物質混触危険物質混触危険物質混触危険物質
知見なし 。   

危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物
熱分解すると 刺激性及び有毒なガス及び蒸気を放出する可能性がある ; 一酸化炭素 (CO), 二酸化炭素(CO2)  

11. 有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報 

可能性のあるばく 露経路に関する情報可能性のあるばく 露経路に関する情報可能性のあるばく 露経路に関する情報可能性のあるばく 露経路に関する情報可能性のあるばく 露経路に関する情報
経皮。  吸入。   

物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状  

急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用
眼への接触：   多量の涙と 痛みを伴う 激し い刺激と 、 強度の充血と 腫れを眼に引き 起こ す。 結膜と 角膜を損傷する危険性。  

特性特性特性特性特性 値値値値値  備考備考備考備考備考  • 方法方法方法方法方法  
pH 該当し ない  
融点融点融点融点融点／／／／／凝固点凝固点凝固点凝固点凝固点 129  °C  /  264  °F  OECD試験番号102： 融点／融解範囲  
沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲 209  °C  /  408  °F  OECD試験番号103： 沸点  
引火点引火点引火点引火点引火点 該当し ない  
蒸発速度蒸発速度蒸発速度蒸発速度蒸発速度 該当し ない  
可燃性可燃性可燃性可燃性可燃性 引火性でない (EU Method A.10)  
空気中での可燃限界空気中での可燃限界空気中での可燃限界空気中での可燃限界空気中での可燃限界 

爆発又は可燃の上限界 11.4  %   
爆発又は可燃の下限界 1.1  %   

蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧 <  0.001  kPa  @25°C; MPBPWIN  
相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度 該当し ない。  固体。   
比重比重比重比重比重 1.04 g/cm³  @20°C; ISO 1183-1  
水への溶解度水への溶解度水への溶解度水への溶解度水への溶解度 820 g/L  @ 20 °C, OECD試験番号105： 水に対する溶解度  
溶解度溶解度溶解度溶解度溶解度 情報なし   
分配係数分配係数分配係数分配係数分配係数 0.1  log POW (@25°C) OECD試験番号117： 分配係数

(n-オク タ ノ ール／水)、 HPLC法  
自然発火点自然発火点自然発火点自然発火点自然発火点 399  °C  /  750  °F   
分解温度分解温度分解温度分解温度分解温度 Not determined.  該当し ない  
動粘性率動粘性率動粘性率動粘性率動粘性率 該当し ない  
動的粘度動的粘度動的粘度動的粘度動的粘度 該当し ない  
爆発性爆発性爆発性爆発性爆発性 非爆発性。   本製品により 破片等による粉塵爆発は生じ ません

が、 粉塵が発生する場合があり ます  
酸化性酸化性酸化性酸化性酸化性 酸化性ではない。    
蒸気濃度蒸気濃度蒸気濃度蒸気濃度蒸気濃度 1042  kg/m³  ISO 1183-1  
かさ 密度かさ 密度かさ 密度かさ 密度かさ 密度 500-600 kg/m³   
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毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度  

急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性 
既知の情報又は提供さ れた情報に基づき 、 こ の製品に急性毒性危険有害性はない。   

二二二二二・二二二二二-ジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパン -一一一一一・三三三三三-ジオールジオールジオールジオールジオール  (126-30-7) 
方法 種 ばく 露経路 有効量 備考 

OECD試験番号401：  急性経
口毒性試験 

ラ ッ ト  経口 >6400 LD50(致死量) mg/kg 

OECD試験番号402：  急性経
皮毒性試験 

モルモッ ト  経皮 >4000 LD0 mg/kg 

OECD試験番号403：  急性吸
入毒性試験 

ラ ッ ト  吸入 140 LC0 mg/m3 8h 飽和蒸
気濃度 

 

皮膚腐食性皮膚腐食性皮膚腐食性皮膚腐食性皮膚腐食性／／／／／皮膚刺激性皮膚刺激性皮膚刺激性皮膚刺激性皮膚刺激性
皮膚を刺激し ない。   

二二二二二・二二二二二-ジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパン -一一一一一・三三三三三-ジオールジオールジオールジオールジオール  (126-30-7) 
方法 種 ばく 露経路 結果: 

OECD試験番号404：  急性皮膚刺激
／腐食性 

(ウサギ) 経皮 わずかな刺激性がある  
GHS基準に従う 分類なし 。  

 
眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性／／／／／眼刺激性眼刺激性眼刺激性眼刺激性眼刺激性
眼に重度の障害を与えるリ スク がある。   

二二二二二・二二二二二-ジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパン -一一一一一・三三三三三-ジオールジオールジオールジオールジオール  (126-30-7) 
方法 種 ばく 露経路 結果: 

OECD試験番号405：  急性眼刺激性
／腐食性 

(ウサギ) 眼 重篤な眼の損傷 

 
呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性
皮膚感作性でない。   

二二二二二・二二二二二-ジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパン -一一一一一・三三三三三-ジオールジオールジオールジオールジオール  (126-30-7) 
方法 種 ばく 露経路 結果: 

OECD試験No. 429： 皮膚感作： 局
所リ ンパ節試験 

マウス  皮膚 皮膚感作性でない 

 
生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性
突然変異誘発性でない。   

二二二二二・二二二二二-ジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパン -一一一一一・三三三三三-ジオールジオールジオールジオールジオール  (126-30-7) 
方法 種 結果: 

OECD試験番号471：  細菌復帰突然変異試験 in vitro 陰性 
OECD試験番号473：  哺乳類の in vivo 染色体

異常試験 
in vitro 陰性 

OECD試験番号476：  哺乳類の in vitro 遺伝子
突然変異試験 

in vitro 陰性 

 
発がん性発がん性発がん性発がん性発がん性
情報なし 。   

生殖毒性生殖毒性生殖毒性生殖毒性生殖毒性
生殖能力の低下は確認さ れていない。  胎児毒性や催奇性による影響は確認さ れていない。   

二二二二二・二二二二二-ジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパン -一一一一一・三三三三三-ジオールジオールジオールジオールジオール  (126-30-7) 
方法 種 ばく 露経路 有効量 
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OECD試験番号422：  反復投
与毒性と 生殖発生毒性スク リ

ーニング試験の複合試験 

ラ ッ ト  経口 1000 P, NOAEL mg/kg bw/日 
生殖能への影響 

OECD試験番号422：  反復投
与毒性と 生殖発生毒性スク リ

ーニング試験の複合試験 

ラ ッ ト  経口 1000 F1, NOAEL mg/kg 
bw/日 発生への影響 

OECD試験番号414：  出産前
発生毒性試験 

ラ ッ ト  経口 1000 M, NOAEL mg/kg bw/日 

OECD試験番号414：  出産前
発生毒性試験 

ラ ッ ト  経口 1000 NOAEL mg/kg bw/日 催
奇形性 

 
特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露) 通常の使用条件下における影響は知ら れていない  

特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)  

二二二二二・二二二二二-ジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパン -一一一一一・三三三三三-ジオールジオールジオールジオールジオール  (126-30-7) 
方法 種 ばく 露経路 有効量 備考 

OECD試験番号408：  げっ 歯
類における90日間反復経口投

与毒性試験 

ラ ッ ト  経口 1000 NOAEL mg/kg bw/日 

OECD試験番号422：  反復投
与毒性と 生殖発生毒性スク リ

ーニング試験の複合試験 

ラ ッ ト  オス  経口 300 NOAEL mg/kg bw/日 

OECD試験番号422：  反復投
与毒性と 生殖発生毒性スク リ

ーニング試験の複合試験 

ラ ッ ト  メ ス  経口 1000 NOEL(無影響量) mg/kg 
bw/日 

 
誤えん有害性誤えん有害性誤えん有害性誤えん有害性誤えん有害性
特定さ れた危険有害性はない。   

12. 環境影響情報環境影響情報環境影響情報環境影響情報環境影響情報 

生態毒性生態毒性生態毒性生態毒性生態毒性  
水生生物に対し て低度の毒性。   

二二二二二・二二二二二-ジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパン -一一一一一・三三三三三-ジオールジオールジオールジオールジオール  (126-30-7) 
方法 種 ばく 露経路 有効量 ばく 露時間 備考 

JIS K 0102-1986-71 Oryzias latipes(ラ
イ スフ ィ ッ シュ ) 

淡水 >10000 48h LC50(致死濃度) 
mg/l 

規則(EC)No. 440／
2008、 附属書、 C.2 

Daphnia magna 淡水 >500 48h EC50(有効濃度) 
mg/l 

DIN 38412, Part 9 Scenedesmus 
subspicatus 

淡水 >500 72h EC50(有効濃度) 
mg/l 

不明 Daphnia magna 淡水 >1000 21d NOEC mg/l 
その他 細菌毒性 淡水 2000 24h EC10 mg/l 

 

残留性残留性残留性残留性残留性・分解性分解性分解性分解性分解性  
易生分解性。   

二二二二二・二二二二二-ジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパンジメ チルプロパン -一一一一一・三三三三三-ジオールジオールジオールジオールジオール  (126-30-7) 
方法 値 ばく 露時間 結果: 

OECD試験番号111： pHの関数と し
ての加水分解 

T½ 1 year (pH=7) 非生物的分解 本物質は水に
触れると 徐々に加水分解し ま
す。  本物質は空気中へ蒸発
あるいは照射後、  ヒ ド ロキ

シルラ ジカ ルと 共に光化学反
応により 徐々に分解さ れま

す。  
OECD試験番号301B：  易生分解

性：  CO2発生試験(TG 301 B) 
70-80% 28d 
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生態蓄積性生態蓄積性生態蓄積性生態蓄積性生態蓄積性  
生体蓄積性はない。   

化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 分配係数分配係数分配係数分配係数分配係数 生物濃縮係数(生物濃縮係数(生物濃縮係数(生物濃縮係数(生物濃縮係数(BCF) 
二・二-ジメ チルプロパン -一・三-ジオール  0.1 0.3-0.5 

土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性  
土壌中で中程度から 高い移動性を示すlog Koc(吸着係数)に基づき 、 製品が高い度合いの浮遊物と 沈殿物に吸着するこ と は予想
さ れない。   

化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 log Koc 
二・二-ジメ チルプロパン -一・三-ジオール  0 

その他の有害影響その他の有害影響その他の有害影響その他の有害影響その他の有害影響  
情報なし 。   

13. 廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意 

廃棄方法廃棄方法廃棄方法廃棄方法廃棄方法  
残留物残留物残留物残留物残留物/未使用製品から の廃棄物未使用製品から の廃棄物未使用製品から の廃棄物未使用製品から の廃棄物未使用製品から の廃棄物
廃棄は、 適用さ れる地方、 国、 地域の法律及び規制に従っ て行わなければなら ない。   

汚染さ れた梱包汚染さ れた梱包汚染さ れた梱包汚染さ れた梱包汚染さ れた梱包
完全に空の状態のき れいなパッ ケージはリ サイ ク ルさ れる場合があり ます。   

14. 輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意 

日本日本日本日本日本  陸路輸送陸路輸送陸路輸送陸路輸送陸路輸送 規制対象外  

ADR  陸路輸送陸路輸送陸路輸送陸路輸送陸路輸送 規制対象外  

RID  鉄道輸送鉄道輸送鉄道輸送鉄道輸送鉄道輸送 規制対象外  

副次危険性等級副次危険性等級副次危険性等級副次危険性等級副次危険性等級 -  

IMDG  海上輸送海上輸送海上輸送海上輸送海上輸送 規制対象外  

MARPOL 73/78付属書付属書付属書付属書付属書II及び及び及び及び及び
IBCコ ード によるばら 積み輸送さコ ード によるばら 積み輸送さコ ード によるばら 積み輸送さコ ード によるばら 積み輸送さコ ード によるばら 積み輸送さ
れる液体物質れる液体物質れる液体物質れる液体物質れる液体物質 

情報なし   

IATA  航空輸送航空輸送航空輸送航空輸送航空輸送 規制対象外  

15. 適用法令適用法令適用法令適用法令適用法令 

該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制

国際規制国際規制国際規制国際規制国際規制  
該当し ない  

国内規制国内規制国内規制国内規制国内規制 
日本日本日本日本日本
 

労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法 該当し ない。   

化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法(PRTR) 該当し ない  
消防法消防法消防法消防法消防法：：：：：  該当し ない  
水質汚染物質水質汚染物質水質汚染物質水質汚染物質水質汚染物質 - ヒ ト の健康保護ヒ ト の健康保護ヒ ト の健康保護ヒ ト の健康保護ヒ ト の健康保護 
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悪臭防止法悪臭防止法悪臭防止法悪臭防止法悪臭防止法 該当し ない  

16. その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 

安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例
該当し ない  

発行日発行日発行日発行日発行日 02-2-2024  

改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日 02-2-2024  

改訂記録改訂記録改訂記録改訂記録改訂記録 安全データ シート (SDS) は改訂さ れていますが関連する変更はあり ません  

こ の安全データ シート は以下の要件に準拠し ている：   日本。  世界調和システム(GHS)。   

免責事項免責事項免責事項免責事項免責事項
こ のSDSに記載さ れている内容は、 発行日時点の知見、 情報に基づき 正確を期し たも のです。 こ こ に記載さ れている情報は当該製品の安全な
取扱い、 使用、 加工処理、 保管、 運搬、 廃棄、 漏えい(洩)時の処理など指針と するこ と のみを目的と し たも のであり 、 いかなる保証をするも
のではなく 、 また品質仕様ではあり ません。 本文中に明記さ れている場合を除き 、 他の何ら かの材料と 組み合わせて使用し た場合、 又は何ら
かのプロセスに使用し た場合には、 有効でなく なる場合があり ます  

安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり   
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